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国ᛖ ႇ校日ᡲዂ事

Ძ Ხ月ᛢ᫆ᎋ査ር囲について 以下の㸯㹼㸵をヨ㦂⠊囲とします。

㸯 現代文 ちくまホㄽ文より

ちくまホㄽ文 「国家権力とはなにか」「㉸国家アメリカ」「人㛫と政治」から

㸰 現代文 ちくまホㄽ文より

ちくまホㄽ文 「松に⪺け」「文学のふるさと」「㒊分と全体」から

㸱 古文 ㄢ㢟教⛉書⠊囲より

十カ抄「大江山」

㸲 古文 ㄢ㢟教⛉書⠊囲より

伊勢物ㄒ「⟄井⟄」・土佐日グ「帰京」

㸳 漢文 ㄢ㢟教⛉書⠊囲より

「推敲」「嬰㏫㫣」「完⎍」「塞⩝㤿」

㸴 漢文 教⛉書⠊囲より

「刺客Ⲣ軻」「死ㅖⴱ㉮⏕仲㐩」

㸵 古文単ㄒプリントより

★学፼のポイント᳸ᚾ᬴でᑣいスタートを切るためにᲛᲛ᳸

ちくまホㄽ文については⬮問やㄞゎの問㢟にも⟅えられるようにきちんと学⩦を㐍め

ましょう。

古文・漢文は教⛉書の⠊囲から出㢟します。

古文は「⬮問」「理ゎ」「⾲現」の問㢟に挑戦してヨ㦂に備えましょう。また㸪ㄪべ

るべき単ㄒについては意味を☜ㄆしておきましょう。

漢文は「⬮問」「理ゎ」「⾲現」の問㢟に挑戦し㸪「句法のまとめ」にあげられた句法

については㸪書き下し㸪ヂもきちんとできるようにしておきましょう。

㸨定期⪃査レベルの問㢟を出㢟します。きちんと学⩦し㸪㧗得点を┠指しましょう㸟

Წ 提出すべきᛢ᫆ሁについて

㸯 問㢟㞟 新成現代文・古典 㸲月㸴日に㸪新しい教⛉担任に提出しましょう。

★「せ⣙ノート」と「古文ノート」「漢文ノート」はㄢ㢟⪃査の⠊囲に㛵わるので㸪最初

の授業の日に☜ㄆします。
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大前提 ᾀ日　長文ᾀつὺ文法や語彙の復習や強化 □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

文のSVが分かる □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

音声と同じἋἦὊἛで読める □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

ἩἻἋα 自作の要約に挑戦 □挑戦中 □これから挑戦 □今は保留

Can-Do 内容のつながりがある3文以上の英文で書ける □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

ἩἻἋα ᾂ行以上書いてみる □挑戦中 □これから挑戦 □今は保留

聞き取れるまで複数回音声を聞いている □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

ἙィクἘὊἉἹὅは十分に聞き取れ書ける □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

ἩἻἋα ἉἵἛὊイὅグやἋクἼἩἚの書き起こしをやってみる □挑戦中 □これから挑戦 □今は保留

各ἣἻグἻἧのキὊὁὊἛやキὊἍὅἘὅἋを見つけられる □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

本文全体の流れを簡潔に日本語でまとめることができる □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

ἩἻἋα WINSTEPに挑戦!の生徒→ἋἻἋἻ読めて,文章全体の構造,流れを理解する(味わう) □挑戦中 □これから挑戦 □今は保留

少なくともSVをはっきりとできてύἋἻἋἻ読むことができる □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

Fact Finding Sheet, 表の答え合わせをして読み違え等を訂正できる □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

ἩἻἋα Reading sheet(空白ありのまま)を使ってύ各ἣὊἚ1分半→1分で読める □挑戦中 □これから挑戦 □今は保留

Can-Do 再度解いたら満点取れるまで理解している □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

ἩἻἋα 実力考査や模試を解き直す □挑戦中 □これから挑戦 □今は保留

Can-Do ἋἻἕと読めるύἇἻἕと意味が言える □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

ἾἕἋὅの文章すべてをἋἻἋἻ読める □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

辞書の例文を書き留める □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

本文中以外の意味や用法ύ連語等を辞書で調べる □挑戦中 □これから挑戦 □今は保留

Can-Do 600選(1~10)完全暗唱 □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

ἩἻἋα 600選(1~10)絶対暗唱ὺ正しく書ける □挑戦中 □これから挑戦 □今は保留

もう1回ἘἋἚして80点以上取れる □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

このᾀ題は絶対暗唱 □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

Can-Do 問われている文法事項を第三者に説明できる □よくできる □まぁできる □がんばっている □できていない

FACTBOOKであるᾀつの文法項目のἬὊἊを熟読してみる □挑戦中 □これから挑戦 □今は保留

解き直してύできなかった問題をἠὊἚに整理する □挑戦中 □これから挑戦 □今は保留
ἩἻἋα

ἩἻἋα

　◆ἼἋἝὅグᾉ能動的なἼἋἝὅグを意識しているか⇒聞き落としをなくしύἼἋἝὅグ基礎力固め

Can-Do

Can-Do

Can-Do

Can-Do

ίオὸFlex Word Bank

　◆各ἾἕἋὅの文を読んでύすべての単語を復習し直したか⇒語彙力ί意味ύ発音ύ派生語ύ使用法用ὸ

ίカὸ600選

　◆すべて解き終わっているか

　◆各文章の文法ἯイὅἚや熟語を押さえたか⇒大学入試2次問題の作文の表現力の基礎養成

　◆未習の部分の学習をしたかί単語ύ本文解読ὸ⇒文章を解読する力

　◆単語の発音を理解しύ文をἋἻἋἻ読めるまで音読したか⇒語彙力ύ発音

ίキὸ600選コὅἘἋἚ80点未満

　◆間違った文章の理解をしながら5回ずつ書いているか

氏໌(　　　　　　　　　　　　　　)1年生春のἓェἕク表

ίクὸίケὸFACTBOOK Chapter ExcercisesὉ確認ἠὊἚ

　◆Fact Finding Sheet, 表を終えたか⇒情報を読み取りύ正しく表現する力

ίエὸ学年末考査の復習

　◆わからない点を明確にできたか

ίアὸUNITE

　◆文章全体の構造を考えて読んでいるか⇒文章全体の構成について考え深い内容理解を基に要約作成の導入

ίイὸTresure Hunt

ίウὸFlex Lesson 9

　◆長文ᾉ文章を汚して(書き込み)ύ構造を理解しながら読めているか⇒長文読解力(正確性ύἋἦὊἛ)養成

Can-Do

　◆Your IdeaᾉSVがしっかりしていて理由や例が主張に合っているか(学年末考査の作文採点を参考に)⇒作文力の基礎養成



春休み中の課題（新２೧生のཀྵ選択者） 

１．  課題 試にう休み前にഓාしてある「プリント」および 

3/18ഓාの「進研Winstep ཀྵ基礎」です。 

詳細は，3/18ഓාのプリントに記載してあります。   

２．  出ೖ 4/6(月)始業式のೖ 

 

課題考査の囲 

・試にう休み及び春休み中の課題 

・教科書のྪ題及び演習題 



2月29日 土 研究ノートＰ.１１４　基本問題１０４ 3月25日 水 研究ノートＰ.１３３～１３４　基本問題１２７・１２８

3月1日 日 研究ノートＰ.１１５　基本問題１０５ 3月26日 木 リードα生物基礎完成ノート　７７・７８　

3月2日 月 研究ノートＰ.１１５　基本問題１０６ 3月27日 金 リードα生物基礎完成ノート　７９・８０　

3月3日 火 研究ノートＰ.１１６　発展問題１０７ 3月28日 土 リードα生物基礎完成ノート　８１・８２　

3月4日 水 研究ノートＰ.１１７　発展問題１０８ 3月29日 日 リードα生物基礎完成ノート　８３・８４　

3月5日 木 教科書Ｐ.１８０　整理の問題　３の➄～⑦ 3月30日 月 リードα生物基礎完成ノート　８５・８６　

3月6日 金 リードα生物基礎完成ノート　６９　 3月31日 火 リードα生物基礎完成ノート　８７・８８　

3月7日 土 リードα生物基礎完成ノート　７０　 4月1日 水 リードα生物基礎完成ノート　８９・９０　

3月8日 日 リードα生物基礎完成ノート　７１　 4月2日 木 リードα生物基礎完成ノート　９１・９２　

3月9日 月 リードα生物基礎完成ノート　７２　 4月3日 金 リードα生物基礎完成ノート　９３・９４　

3月10日 火 リードα生物基礎完成ノート　７３　 4月4日 土 リードα生物基礎完成ノート　９５・９６　

3月11日 水 リードα生物基礎完成ノート　７４　 4月5日 日 リードα生物基礎完成ノート　９７　

3月12日 木 リードα生物基礎完成ノート　７５　

3月13日 金 リードα生物基礎完成ノート　７６　

3月14日 土 研究ノートＰ.118 䡯䡧䡬䢌䢙䡴䢚䡭䡫䢈䢛 Ｐ.119 基本問題109・110

3月15日 日 研究ノートＰ.１２０～１２１　基本問題１１１～１１２

3月16日 月 研究ノートＰ.１２２　基本問題１１３

3月17日 火 研究ノートＰ.１２２　基本問題１１４

3月18日 水 研究ノートＰ.１２３　基本問題１１５

3月19日 木 研究ノートＰ.１２４　基本問題１１６

3月20日 金 研究ノートＰ.１２４　基本問題１１７

3月21日 土 研究ノートＰ.１２５～１２６　基本問題１１８・１１９

3月22日 日 研究ノートＰ.１２７～１２８　基本問題１２０～１２２

3月23日 月 研究ノートＰ.１２９～１３０　基本問題１２３・１２４

3月24日 火 研究ノートＰ.１３１～１３２　基本問題１２５・１２６

※　リードα生物基礎完成ノートに直接答えを記入する。

　　※　理系生物選択者は４月に課題考査がある。　

　　　試験範囲はこの日々題計画表の範囲とする。

生物基礎　1年　日々題計画表

※　授業で習っていない問題は，教科書や解答・解説を参考にすること。
※　研究ノートの問題は日々題用のノートに解答すること。

※　必ず自力で解いてノートに答える。解答は赤ペンで添削してから提出すること。

　　※　３月１６日以降の課題は文系選択者・

　　　理系生物選択者のみとする。

　　　提出は４月８日(水)課題考査後とする。


